
地震調査研究推進本部政策委員会調査観測計画部会 
第２回海溝型地震を対象とした重点的調査観測手法検討専門委員会 

議事要旨 
 
１．日時    平成１６年３月８日（月） １３時３０分～１６時００分 

     
２．場所 経済産業省別館１０階 1020号会議室 
  東京都千代田区霞が関１－３－１ 

 
３．議題 

１） 海溝型地震を対象とした重点的調査観測手法の検討について 
２） その他 

 
４．配付資料 

資料 計海２－（１）第 1回海溝型地震を対象とした重点的調査観測手法検討専
門委員会議事要旨（案） 

資料 計海２－（２）日本海溝・千島海溝周辺で発生する海溝型地震を対象とし

た重点的調査観測手法の検討 －これまでの議論の概要－ 
資料 計海２－（３）日本海溝・千島海溝周辺で発生する海溝型地震について－

何がわかっていて、我々は何をなすべきか－     

（松澤東京大学助教授資料） 
資料 計海２－（４）十勝沖地震の意義 千島海溝を対象とした地震観測の現状

と今後の提案                    

（笠原委員資料） 
資料 計海２－（５）地震観測の現状と今後の調査観測強化に向けての提案 

（気象庁） 
資料 計海２－（６）地震観測及び強震観測の現状と今後の調査観測の強化に向

けての提案                    

（防災科学技術研究所） 
資料 計海２－（７）ケーブル式海底地震観測システムによる観測及び地殻構造

調査の現状と今後の調査観測の強化に向けての提案   

（海洋科学技術センター） 
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海洋地質研究グループ長 
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防災研究情報センター高感度地震観測管理室長 
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固体地球統合フロンティア研究システム 
プレート挙動解析研究領域長 
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オブザーバー 
  平 祐太郎   内閣府（防災担当）付 

参事官（地震・火山対策担当）付主査 
  小寺 透    海洋科学技術センター企画部企画課部員 
  中林 賢司   経済産業省産業技術環境局知的基盤課課長補佐 
  愛場 政広   国土地理院測地観測センター衛星測地課計画係長 

中澤 博志   気象庁地震火山部管理課地震調査連絡係長 
事務局   

磯谷 桂介   文部科学省研究開発局地震・防災研究課長 
  前田 憲二   文部科学省研究開発局地震・防災研究課地震調査管理官 
  大城 功    文部科学省研究開発局地震・防災研究課地震火山専門官 
  岡本 拓也   文部科学省研究開発局地震・防災研究課課長補佐 
  明田川 保   文部科学省研究開発局地震・防災研究課地震調査官 
  青木 重樹   文部科学省研究開発局地震・防災研究課地震調査官 
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６．議事要旨 

・ 前回議事要旨（案）について意見がある場合は、後日、事務局に連絡することとなった。 
・ 事務局から、前回のフリーディスカッションの概要について説明があった。 
・ 東京大学の松澤助教授から、日本海溝で発生する海溝型地震について、その最新の研究

の成果などについて、報告があった。 
・ 笠原委員から、昨年発生した十勝沖地震の意義や千島海溝を対象とした地震観測の現状

と今後の提案について、報告があった。 
・ 気象庁から、地震観測の現状と今後の調査観測の強化に向けての提案について、報告が

あった。 
・ 防災科学技術研究所から、地震観測及び強震観測の現状と今後の調査観測の強化に向け

ての提案について、報告があった。 
・ 海洋科学技術センターから、ケーブル式海底地震観測システムによる観測及び地殻構造

調査の現状と今後の調査観測の強化に向けての提案について、報告があった。 


